
新規申請チェックリスト一覧
・書類の不備がないようにチェックリストを作成した。
・提出時にはチェックを行い、確認したところの□内に✓を記入すること。
・本用紙も提出すること。提出されていない場合は申請を認めない。

チェック欄
（１） 申請書に関して（認定医・指導医ともに確認すること）

J-MICS 認定医・指導医の申請書の項目はすべて記載してありますか？ □
--- 特に認定医は心臓血管専門医 認定番号
--- 特に指導医は心臓血管専門医と修練指導者 認定番号

（２） 誓約書に関して（認定医・指導医ともに確認すること）
誓約書は申請者本人と所属部署の責任者（直属上司）のものが添付されていますか？ □
申請者が責任者の場合は手術部部長、もしくは、麻酔科部長のものがありますか？ □
複数施設での手術リストを提出する場合は、それぞれの施設の責任者のものがありますか？ □

（３） NCD症例リストと全ての症例の手術記録に関して
提出する手術記録には術式、手術日、術者、患者の年齢が明記されていますか？ □
手術記録にNCD症例リストの通し番号と一致する番号がついていますか？ □
手術記録の患者姓名、生年月日、IDといった個人情報は黒塗りしていますか？ □
年齢は黒塗りせずに残っていますか？（NCDリストとの照合のため）？ □

（４） 手術施設リストに関して（認定医・指導医ともに確認すること）
複数施設の執刀症例を提出する場合、リストに施設名と在籍期間の記載がありますか？ □

（５） 認定医の確認事項
--- 認定医の申請ですか？ □
--- 日本国の心臓血管外科専門医証のコピー、あるいは外国の専門医のコピーを提出していますか？
--- 術式は以下を満たしていますか？ □
・弁形成術
・弁置換術
・CABG,
・先天性心疾患手術
・腫瘍摘出術
・メイズ手術
・肺静脈隔離術
・左心耳閉鎖術
・ロボット支援下手術も含みます。

--- 術者として 20 例執刀していますか？ □
--- 20 例にダブルカウントはないですか？ □
--- 20 症例中 10 例以上はMICS-弁形成術またはMICS-弁置換術ですか？ □
--- 20 症例すべてで短期（30日以内）合併症はありませんか？ □
--- 20 症例すべてNCDの登録症例ですか？ □
--- NCD ダウンロード症例リストは規定に沿ったものですか？ □
--- 日本低侵襲心臓手術学会の参加証（1 回分）、もしくは、
筆頭発表か座長を証明するプログラムのコピーを添付していますか？ □

--- 既定の申請料（1万円）を支払っていますか？ □



  ・認定料の⽀払いは認定後におこなってください。 
 
（６） 指導医の確認事項 

  --- 指導医の申請ですか？                               □ 
--- ⽇本の⼼臓⾎管外科専⾨医認定証と修練指導者証のコピーを提出していますか？ 
--- 外国の同等資格の書類を提出していますか？    

    --- 術式は以下を満たしていますか？                          □ 
・弁形成術 
・弁置換術 
・CABG, 
・先天性⼼疾患⼿術 
・腫瘍摘出術 
・メイズ⼿術 
・肺静脈隔離術 
・左⼼⽿閉鎖術 
・ロボット⽀援下⼿術も含みます。 

        --- 術者もしくは指導的助⼿として 100 例執⼑していますか？               □ 
    --- 100 例にダブルカウントはないですか？                       □ 

--- 100 症例中 50 例以上は MICS-弁形成術または MICS-弁置換術を含んでいますか？    □ 
--- 100 症例すべてで短期（30 ⽇以内）合併症はありませんか？               □ 
--- 100 症例すべて NCD 登録症例ですか？                        □ 
--- NCD ダウンロード症例リストは規定沿ったものですか？                □ 
--- ⽇本低侵襲⼼臓⼿術学会の参加証（3回分）、もしくは、 
筆頭発表か座⻑を証明するプログラムのコピーを添付していますか？            □ 

--- 既定の申請料（1万円）を⽀払っていますか？                      □ 
  ・認定料の⽀払いは認定後におこなってください。 
--- 論⽂ 3篇には MICS 関連論⽂（胸⾻温存外科的⼼臓⼿術）が 1篇以上含まれていますか？ □ 
   ・胸⾻部分切開やロボット⼿術は含みます。 

・EVHやカテーテル⼿術等の胸⾻温存に関係のない低侵襲⼿術は認められません。 
--- 論⽂は first、または corresponding、second author、last authorのいずれかですか？    □ 
--- 論⽂は査読誌ですか？                               □ 


